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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2008-538579(P2008-538579A)
【公表日】平成20年10月30日(2008.10.30)
【年通号数】公開・登録公報2008-043
【出願番号】特願2008-507960(P2008-507960)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  29/141    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/89     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/889    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  31/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  29/141   　　　　
   Ｂ０１Ｊ  23/89    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  23/84    ３１１Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  37/08    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  37/16    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  37/02    １０１Ｃ
   Ｃ０７Ｃ  31/20    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月10日(2009.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触媒の存在下において、アルデヒドを水素化することを含み、ここで、前記触媒が、α
－アルミナを含む支持体、ならびにニッケル、ルテニウムを含む非支持体金属、およびレ
ニウム、タングステン、モリブデン、クロム、ランタン、錫、鉄、コバルト、銀、銅また
はこれらの混合物からなる群から選択された助触媒を含む組成物を有し、前記ニッケルは
前記支持体に接触しており、前記ルテニウムおよび前記助触媒が少なくとも部分的に前記
ニッケルに覆い重なる、アルデヒドを水素化する方法。
【請求項２】
　非支持体金属が、触媒の８重量％を超えない、請求項１の方法。
【請求項３】
　触媒が、６．０重量％までのニッケルを含む、請求項１または２の方法。
【請求項４】
　前記触媒の前記非支持体金属がモリブデンをさらに含み、前記モリブデンが前記ニッケ
ルと合金化され、前記ルテニウムおよび前記助触媒が少なくとも部分的に前記モリブデン
および前記ニッケルに覆い重なる、請求項１から３のいずれかの方法。
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【請求項５】
　前記アルデヒドがヒドロキシアルデヒドである、請求項１から４のいずれかの方法。
【請求項６】
　前記アルデヒドが３－ヒドロキシプロピオンアルデヒドであり、前記３－ヒドロキシプ
ロピオンアルデヒドが１，３－プロパンジオールに水素化される、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記触媒が、５０℃から１９０℃の温度において、４．０から６．５のｐＨにおいて、
および６．８９ＭＰａから１１．０ＭＰａの水素圧において、水素化に少なくとも２４時
間触媒作用を及ぼした後に、５０℃から１９０℃の温度において、４．０から６．５のｐ
Ｈにおいて、および６．８９ＭＰａから１１．０ＭＰａの水素圧において、少なくとも２
５ｍｌの３－ヒドロキシプロピオンアルデヒド／ｍｌ触媒．時間の率において、３－ヒド
ロキシプロピオンアルデヒドを水素化するために十分な活性を有する、請求項６の方法。
【請求項８】
　α－アルミナを含む支持体；および
（ｉ）６重量％までのニッケル；
（ｉｉ）ルテニウム；および
（ｉｉｉ）レニウム、タングステン、モリブデン、ランタン、錫、鉄、コバルト、銀また
はこれらの混合物からなる群から選択された助触媒；
を含む非支持体金属
を含み、ここで、ニッケルは前記支持体に接触しており、前記ルテニウムおよび前記助触
媒が少なくとも部分的に前記ニッケルに覆い重なり、ならびに
ここで、前記非支持体金属が、触媒の８重量％を超えない、
水素化触媒。
【請求項９】
　触媒が、ニッケル１重量％から３重量％を含む、請求項８の水素化触媒。
【請求項１０】
　支持体が、本質的にα－アルミナからなる、請求項８または９の水素化触媒。
【請求項１１】
　触媒が、少なくとも２．２６ｋｇ／ｍｍの破砕強度を有する、請求項８から１０のいず
れかの水素化触媒。
【請求項１２】
　非支持体金属がモリブデンを含み、モリブデンがニッケルと合金化され、ルテニウムお
よび助触媒が少なくとも部分的に前記ニッケルおよび前記モリブデンに覆い重なる、請求
項８から１１のいずれかの水素化触媒。
【請求項１３】
　前記触媒が、５０℃から１９０℃の温度において、４．０から６．５のｐＨにおいて、
および６．８９ＭＰａから１１．０ＭＰａの水素圧において、水素化に少なくとも２４時
間触媒作用を及ぼした後に、５０℃から１９０℃の温度において、４．０から６．５のｐ
Ｈにおいて、および６．８９ＭＰａから１１．０ＭＰａの圧力において、少なくとも２５
ｍｌ３－ヒドロキシプロピオンアルデヒド／ｍｌ触媒．時間の率において、３－ヒドロキ
シプロピオンアルデヒドを水素化するために有効な活性を有する、請求項８から１２のい
ずれかの水素化触媒。
【請求項１４】
　ａ）α－アルミナからなる支持体上にニッケルを付着させるステップ；
ｂ）前記ニッケルをその上に有する前記支持体をか焼するステップ；
ｃ）か焼後に、前記支持体上および前記ニッケル上に、ルテニウム、およびレニウム、タ
ングステン、モリブデン、ランタン、錫、鉄、コバルト、銀またはこれらの混合物からな
る群から選択された助触媒を付着させて、触媒前駆体を形成するステップ；および
ｄ）前記触媒前駆体の前記ニッケル、ルテニウム、および助触媒を金属のゼロ酸化状態に
還元して、触媒を形成するステップ
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を含む触媒を調製する方法。
【請求項１５】
　支持体をニッケルを含む水溶液により含浸することによって、前記ニッケルを前記支持
体上に付着させる、請求項１４の方法。
【請求項１６】
　ニッケルをその上に有する支持体を、ルテニウムおよび助触媒を含む水溶液により含浸
することによって、前記ルテニウムおよび前記助触媒を前記支持体上および前記ニッケル
上に付着させる、請求項１４または１５の方法。
【請求項１７】
　支持体が、本質的にα－アルミナからなる、請求項１４から１６のいずれかの方法。
【請求項１８】
　金属重量で触媒の６重量％までのニッケルの濃度を供給するために十分なニッケルの濃
度を支持体上に付着させる、請求項１４から１７のいずれかの方法。
【請求項１９】
　支持体上に付着されたニッケル、ルテニウム、および助触媒が、触媒の８重量％を超え
ない、請求項１４から１８のいずれかの方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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